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2020 年 12 月 25 日 

株式会社電通国際情報サービス 

 

ISID、SAP ビジネス拡大に向けインフォシスと業務提携 

～「ポストモダン ERP」時代の SAP 導入を両社で実現～ 

 

株式会社電通国際情報サービス（本社：東京都港区、代表取締役社長：名和 亮一、以下 ISID）は、SAP 導入ビジネス

の強化・拡大に向け、本日、インフォシスリミテッド（本社：インド ベンガルール、CEO：サリル・エス・パレク、以下インフォ

シス）と基本合意書を締結したことをお知らせします。 

ISIDが持つ日本企業への豊富な SAP 導入ノウハウ、強固な顧客基盤と、インフォシスが持つグローバルで培った SAP

最新技術への知見、オフショアリソースの動員力を融合し、SAP 最新バージョンである SAP S/4HANA の新規導入や移

行サービスを中心に、SAP 導入ビジネスの拡大を共同で推進してまいります。 

 

■背景とねらい■ 

現在、あらゆる産業において、ビジネスモデルの変革や競争力強化に向けたデジタルトランスフォーメーション（DX）の

取り組みが進められています。日本では、2018 年 9 月に経産省が発表した「DX レポート」に記された「2025 年の崖」※1

問題といわれるレガシーシステムのブラックボックス化や IT エンジニア不足、さらに、2027 年に迫る SAP ECC6.0 のサポ

ート終了などから、基幹システムの更改や刷新が重要な課題となっています。また、基幹システムの検討・導入にあたっ

ては、以前のように単一のシステムで全ての業務領域をカバーすることは少なくなっており、ビジネスの柔軟性と俊敏性

を両立させるため、各業務領域における最適ソリューションを ERP と複数連携させることによりシステムの全体最適を目

指す「ポストモダン ERP」※2という新しい考え方が拡がりをみせています。  

ISID は今般のインフォシスとの業務提携を通じ、急増する基幹システム更改需要に対して逼迫する技術者リソースの

課題を解消するとともに、両社が強みを持つ PLM ソリューションや CRM/SFA ソリューションと SAP S/4HANA を組み合

わせ、「ポストモダン ERP」に対応する次世代エンタープライズシステムを実現してまいります。 

 

■業務提携の主な内容■ 

 共同マーケティングおよびセールス 

両社それぞれが強みを持つ業種、領域に対して、セミナーやイベントなどのマーケティング活動を共同で推進します。 

 独自プロダクトの相互販売 

ISID の提供する SAP データ連携フレームワーク「BusinessSPECTRE」、SAP アップグレード支援サービス「PANAYA」

と、インフォシスの提供する SAP アップグレード時にカスタムコードを自動修正する「HANA CMO」※3を相互販売し、

両社の顧客に対して幅広いサービス提供を行います。また将来は、インフォシスが海外展開するプロダクトの日本語

対応を共同で行う予定です。 

 高品質で価格競争力のある導入サービスの提供 

日本企業を熟知し要件定義など上流工程に強みをもつ ISID の SAP コンサルタントと、豊富な SAP エキスパートを有

するインフォシスのインドオフショアを組み合わせることにより、高品質で価格競争力のあるサービスを提供するととも

に、大規模プロジェクトへの対応や複数プロジェクトへの参画が可能となります。また両社の SAP 導入プロセスを共

通化し、ISID とインフォシスいずれの企業からでも、同一内容かつ同一レベルのサービス提案を実施します。  
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 PLM、CRM/SFA ソリューションを連携しポストモダン ERP に対応 

両社はともに、シーメンス社の PLM ソリューション「Teamcenter」、セールスフォース・ドットコム社の CRM/SFA ソリュ

ーション「Salesforce」の導入実績およびノウハウを多数有しています。これらの業務システムと SAP S/4HANA を連

携させ、顧客の要件に最も適したシステム構成を提供します。 

 

今後、両社の知見を結集したソリューションの提供を通じ、日本企業の更なる DX 推進に向けた次世代 ERP 導入を加

速させてまいります。 

 

※1 2025 年の崖：経済産業省が発表した「DX レポート～IT システム「2025 年の崖」の克服と DX の本格的な展開～」の表題の一部として記載されているもの

です。既存システムの更改を伴う DX を推進しなければ大きな経済的損失が見込まれると警告すると共に、2025 年に約 43 万人の IT 人材不足が見込ま

れると試算されています。 

※2 ポストモダン ERP：ガートナー社が提唱する新しい ERP のあり方。詳細はこちらをご参照ください。 

※3 HANA CMO：SAP HANA データベース変更と SAP S/4HANA 簡素化により影響をうけるカスタム・オブジェクトを特定し、コード修正とコード性能最適化

を大幅に自動化するもの。 

 

＊ 本リリースに記載された会社名・商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 

 

 

【製品・サービスに関するお問い合わせ先】 

株式会社電通国際情報サービス エンタープライズＩＴ事業部 営業ユニット 飯島、和崎   E-Mail：erp-info@isid.co.jp 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

株式会社電通国際情報サービス コーポレートコミュニケーション部 金野、赤瀬    TEL：03-6713-6100 E-Mail：g-pr@isid.co.jp 

 

 

 

 

 

＜インフォシスリミテッドについて＞ 

インフォシスは次世代デジタルサービスとコンサルティングのグローバルリーダーで、46 か国のお客様のデジタル変革を実現しています。ほ

ぼ 40 年に渡り、グローバル企業のシステムと業務を管理してきた経験から、お客様のデジタル変革に専門的な支援を提供します。たとえば

AI による変更実行の優先順位付けを利用して企業がデジタル化を実現できるようにします。また、前例のない業績レベルを提供し、お客様

に喜んでいただけるように大規模なアジャイルデジタルで業務を支援します。当社の絶えず学習するという方針に基づいて、革新エコシステ

ムのデジタル技術、専門知識、アイディアが構築、伝達され、継続的な改善が推進されています。企業が次のステージに進むために、インフ

ォシス (NYSE: INFY) がどのように支援できるのかをご紹介していますので、詳細は、公式 WEB サイトをご覧ください。 

 

＜電通国際情報サービス（ISID）について＞ 

ISID は、「HUMANOLOGY for the future ～人とテクノロジーで、その先をつくる。～」をビジョンに、社会や企業のデジタルトランスフォーメー

ションを、確かな技術力と創造力で支援しています。金融、製造、ビジネスソリューション、コミュニケーション IT の 4 領域で培ったソリューショ

ンの提供に加え、テクノロジーや業界、企業、地域の枠を超えた「X Innovation（クロスイノベーション）」を推進し、顧客、生活者、社会の進化

と共存に寄与するソリューションを生み出し続けます。詳細は、公式 WEB サイトをご覧ください。 

 

関連ソリューション 

ISID の SAP ソリューション 

SAP データ連携フレームワーク BusinessSPECTRE  

SAP アップグレード支援サービス Panaya 

＜ご参考資料＞ 

https://www.gartner.com/en/information-technology/glossary/postmodern-erp
mailto:erp-info@isid.co.jp
mailto:g-pr@isid.co.jp
http://www.infosys.com/
https://www.isid.co.jp/
https://www.isid.co.jp/sap/
https://www.isid.co.jp/business_spectre/
https://www.isid.co.jp/panaya/

